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選定理由 
 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

タチフウロ 
本県では主として九重火山群の草原に生えるが，生育地，個体数はと
もに少ない。高原の土地開発や植生遷移の進行による環境変化で生育
地が消滅し，絶滅の危険性が高くなっている。 
 
 
九重火山群，（大分川・大野川丘陵地） 
 
 
本州，九州(熊本・大分) 
朝鮮半島，アムール，ウスリー，中国(東北部) 
 
丘陵地や低山地の草原や林縁。 
 
 

「九重火山群」は，土地開発で生育地の一部が消滅している。「大分
川・大野川丘陵地」の標本はあるが，その生育地は把握されていない。 

　 
　 
フウロソウ科 
Geraniaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
掲載なし 

Geranium krameri 
Franch. et Savat.

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

イヨフウロ 
全国的に分布域が狭い。本県では西部・中部の火山群の中腹や山頂帯
に生育し，しばしば群生している。植生の遷移や登山者の踏圧などに
よる生育環境の悪化が懸念される。 
 
玖珠丘陵地・山地，九重火山群，由布・鶴見火山群，(祖母・傾山地) 
 
 
本州(静岡，中国地方)，四国，九州(熊本・大分・宮崎) 
 
 
火山の中腹や山頂帯の草原や林縁。 
 
 
森林の発達や登山者の踏圧などにより，生育環境が悪化している。｢祖
母・傾山地｣の標本はあるが，その生育地は把握されていない。 
 
ソハヤキ要素の植物。国立公園指定植物［阿蘇くじゅう］ 

　 
　 
フウロソウ科 
Geraniaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
掲載なし 

Geranium shikokianum Matsumura

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ツクシフウロ 
分布域が狭い。本県では湿地に生育し，しばしば群生するが，生育範囲
は狭い。草地開発や土地開発などで生育地が改変され，絶滅の危険性が
極めて高い。 
 
九重火山群，（祖母・傾山地） 
 
 
九州(熊本・大分) 
 
 
低山地の湿地。 
 
 
火山性高原の生育地が各種の開発で消滅している。「祖母・傾山地」
の標本はあるが，その生育地は把握されていない。 
 
九州の特産種とされる。基準標本産地［九重町田野］。関東，朝鮮半
島，中国(東北部)に分布するアサマフウロ(G. soboliferum)の変種とさ
れている。国立公園指定植物［阿蘇くじゅう］ 

　 
　 
フウロソウ科 
Geraniaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IA 
IB

Geranium soboliferum Komar. 
 var. kiusianum (Koidzumi) Hara




